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( 2 ) 鋼 ミ榊

理念 ・方針

1 -人 ひとり尊重し、自らの割魯と責任でその人らしい生き方ができるよう支援しま坑

1 総 合的な地域ケアのしくみを築き、福祉封 ヒの増!贈をめざしま丸

1 ニ ーズを敏感にとらえ、先駆的な実践により社会に貢献しま曳

1 福 祉の心と高ヒ輝 軒生を育次 働きがいのある職場をつくりま丸

1 公 正 ・効率的な組織選苫と安定した轡首基盤を確立しま丸

力を入れて取り組んでいる点

1 利 用者本位のサービスの提供

2 地 域で支え合う仕組みづくり

3 医 療と福触の連携による事業推進

4 大 材旬戎と働きがいのある職場づくり

5 密 営墓般の安定・輔 ヒ

6 施 援館登偏消卓指の機
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3 評 価結果

O総 評

賤 置
採{1内は排掬島

職 種 人 数 職 種 人 数 職 種 人 数

顧 1 ( 0 ) 麺 5 ( 2 ) 鞭 10(6)

事務員 6(4) 栄養士 1 ( 0 ) 醐 2 ( 2 )

雛 65(341 競 津 1 ( 0 ) その他 5 ( 4 )

施設の期

当施設は町静0年 10月に開設、コ成13年切目に輸聞傷氏 現伏はユニット型対応している。

兵庫県の商に位置する淡路島の北部、播磨灘の青V海 と汐鳴山系の緑映える淡路島野島の

地に、平成1繁砕月に新融移転さ打へ長卵 用 110る、短期利用10名の生活介護と居宅介護

支援事業及び12名の認知症対応型通所介護事業を行なう指定介護老人福祉施設軌

◇特に評価の高い点
,事業団理念は明確で、特に一人ひとりを尊重し、自らの孟思と責任でその人らしい生き

方への支援する姿勢は、控首層 (管理者等)か ら、職員へ、良く浸透していてサービス

の質向上と快道な環境づくり推進の大きな力となつておりま坑
・利用者の尊重 ・保護については、個々の利用者に対し、対応がなされておりま丸
・個別サービスは、ユニット会議を中心に、質の向上に向け、よく実施されていま抗

C特 に改善を求められる点
・当あわじ荘は、会議 ・委員会 ・対策部会を中心に運営されておりま曳 今回の評価過程

で、本来サービス向上委員会で使討の内容が、研修委員会でなされていたことが確認さ

れました 会議神間と会議体内の壌合性を図り、会議体の議題で述べられているかも知

れませんが、それらの中にPDCAの サイクルを組み込み、チェックされてVWすヤ去 更

なる成果が期待できま坑
・利用者満足調査では、実施されたサービスを評価 。分析し、改善課題を出し、計画を策

定し進める必要がありま丸 これらの手順を文割 とし、仕組みの端 を進めれ,ま 更な

る藤 が期待さオ化ま曳
・淡路市地域防災拠点の連携と事業団他施設間相互の応援体制は、あわじ在の地域住民に

安全と究きな施設イメージを高め、和J■者とのコミュニケーションの暇会創出ともなり

ま丸 管理層のリーダーシンプの承 全願員に周知を図り、プElジェクト的活動が期待

さオしま丸
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O舞 雪部瑠酷新無対する事贈影淳 メント

O各評価項目に係る第二者評価結果

8畷 1)

帥 目に係る評価結果グラフ

傷願 2)

当あわじ荘の運営につして 、細廊にわたり確認作業をしていただきましに

利用者への値別サービスにつして は、榊 こ高V将 価をV淀 だきました

今後も更なる傾別サービスの充実を推進していきま丸

また、改善を求められる点としてご脩情いただきましたPDCAサ イクノイ威却こついて

これまでの取り組みを更に強力にす めていきたいと考えま抗

PDCAを 検討するため申 を明租 こする的 強 勅 剰 ヒも

検討されるようにとのコメントをいただき、今後の漂題として取り組んで行きま抗

利用者消足調査については、手順を鶏 ヒしい に取り部 、サービスの提供

に活かしたいと考えま坑

今回、受審したことく これまでの業務を振り返み機会となりまし蔦 その他のご指摘

いただいた項目についても、今後の課題とじ憩輸 寸軽 していきたいと考えまえ


